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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループの主要な事業分野であります情報通信事業分野の内、光アクセスサービスの契約数は平成26年6月末に

前年同月と比べ146万件増の2,576万件と微増ながらも増加基調で推移しております。光アクセスサービスは光回線開

放に向けた大きな変革を背景にサービス競争が一段と激化することが予想される中で、情報通信インフラとして更に

大きな広がりを見せるとともにネットワーク基盤を支えるアクセス系保守業務の重要性が一層高まっております。

　移動通信事業分野では、モバイル端末の普及によるトラフィックの急増に伴い、各事業者間によるLTEサービスの通

信エリアの拡大と通信速度の高速化が進む一方、格安スマホの新規参入が相次ぎ新たな競争時代を迎えています。ま

た訪日外国人旅行者拡大への取組みなどに対応して、公衆無線LAN「Wi-Fi（ワイファイ）」基地局の増設が進み、公共

施設にとどまらず、ショッピングモールやコンビニ・飲食店などでもWi-Fiサービスを受けられる場所が拡充され、利

用者は誰もがいつでもどこでも大容量のデータ通信が可能な環境整備が進んでおります。

　情報サービス事業においては、政府の成長戦略を追い風にICT投資が進展し、最先端のICTの有効活用とTCO削減を進

めるためのクラウドサービスの市場規模が急速に拡大しており、光アクセスサービス、移動通信、Wi-Fiと一体とな

り、ビッグデータを活用した情報サービスの多様化などが推進されております。

　当社グループにおきましては、中期経営計画「SGK2015」の2年目として、既存主力4事業を着実に推進するととも

に、成長戦略を更に加速する年度と位置付け、積極果敢にチャレンジしてまいりました。具体的には、アクセス系保

守業務の更なる受注拡大に向け、静岡東部地域の中核拠点として本年3月より業務を開始した静岡東部ビルに続き、愛

知県大府市に完成した共和ビルで4月から保守業務の営業を開始しました。加えて、新たに7月から岐阜県高山エリア、

静岡県伊東エリアにおいても保守業務の受託を開始し、事業範囲の拡大と利益確保に努めてまいりました。また4月か

ら単独組織化したソリューション事業部及び格上げした東京支社に設置したソリューション事業部を中心とした新規

成長分野への取組みとして、ＥＶ充電設備工事の受注や大規模HEMS情報基盤整備事業への参入など事業領域の拡大を

積極的に進めてまいりました。

　その結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高305億29百万円(前年同四半期

比95.7％）、売上高274億12百万円（前年同四半期比95.3％）、経常利益につきましては、11億17百万円（前年同四半期

比74.5％）、四半期純利益は6億23百万円（前年同四半期比68.7％）と減収減益となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

① 通信建設事業

受注高は247億98百万円(前年同四半期比94.3％)、売上高は216億81百万円(前年同四半期比93.7％)となり、セグ

メント利益（営業利益）は9億87百万円(前年同四半期比70.1％)となりました。

② 情報サービス事業

売上高は57億31百万円(前年同四半期比101.8％)となり、セグメント利益（営業利益）は64百万円(前年同四半期

比3,002.8％)となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産、負債、純資産の状況）

当社グループの当第２四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、総資産は446億9百万円（前連結会計年

度末480億65百万円）となりました。その減少の主な要因は、受取手形・完成工事未収入金等の減少によるものであ

ります。負債は134億2百万円（前連結会計年度末174億96百万円）となりました。その減少の主な要因は、支払手

形・工事未払金等の減少によるものであります。純資産は312億6百万円（前連結会計年度末305億68百万円）となり

ました。

（キャッシュ・フローの状況の分析）

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ、

15億94百万円増加し、49億83百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は39億51百万円（前年同四半期：13億97百万円

資金増加）となりました。これは、主に売上債権の減少54億43百万円、仕入債務の減少17億87百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は7億87百万円（前年同四半期：21億24百万円資

金減少）となりました。これは、主に有形固定資産の取得による支出5億56百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は15億68百万円（前年同四半期：7億91百万円資

金増加）となりました。これは、主に短期借入金の純減少額12億93百万円であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年３月期の連結業績予想につきましては、平成26年５月９日の「平成26年３月期 決算短信〔日本基準〕(連

結)」で公表いたしました連結業績予想から変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　(会計方針の変更)

(退職給付に関する会計基準等の適用)

「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」と

いう。)及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。

以下「退職給付適用指針」という。)を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に

掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見

直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従

業員の平均残存勤務期間内の一定の年数に基づく割引率から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ご

との金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。これによる損益及び財政

状態に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 3,549 5,175

受取手形・完成工事未収入金等 19,277 13,833

未成工事支出金 2,975 2,912

商品 135 270

仕掛品 63 101

材料貯蔵品 285 300

繰延税金資産 515 561

その他 828 843

貸倒引当金 △21 △21

流動資産合計 27,609 23,977

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,999 4,912

機械、運搬具及び工具器具備品（純
額）

1,505 1,461

土地 8,334 8,301

その他（純額） 64 91

有形固定資産合計 14,904 14,766

無形固定資産 583 693

投資その他の資産

投資有価証券 2,619 2,876

繰延税金資産 1,539 1,433

その他 812 865

貸倒引当金 △2 △2

投資その他の資産合計 4,968 5,172

固定資産合計 20,456 20,632

資産合計 48,065 44,609
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 6,219 4,431

短期借入金 2,471 1,178

1年内返済予定の長期借入金 12 787

リース債務 78 91

未払法人税等 760 485

未成工事受入金 89 240

賞与引当金 523 775

役員賞与引当金 67 63

工事損失引当金 2 19

その他 2,772 1,593

流動負債合計 12,998 9,667

固定負債

長期借入金 1,012 242

リース債務 107 119

再評価に係る繰延税金負債 428 428

役員退職慰労引当金 161 151

退職給付に係る負債 2,713 2,735

長期未払金 26 -

その他 47 56

固定負債合計 4,498 3,734

負債合計 17,496 13,402

純資産の部

株主資本

資本金 4,104 4,104

資本剰余金 3,801 3,801

利益剰余金 23,605 24,018

自己株式 △136 △136

株主資本合計 31,375 31,788

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 459 632

土地再評価差額金 △1,642 △1,642

退職給付に係る調整累計額 △283 △241

その他の包括利益累計額合計 △1,465 △1,250

少数株主持分 658 669

純資産合計 30,568 31,206

負債純資産合計 48,065 44,609
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高

完成工事高 23,131 21,681

商品売上高 5,628 5,731

売上高合計 28,760 27,412

売上原価

完成工事原価 20,647 19,575

商品売上原価 4,612 4,658

売上原価合計 25,259 24,233

売上総利益

完成工事総利益 2,484 2,106

商品売上総利益 1,016 1,072

売上総利益合計 3,500 3,178

販売費及び一般管理費 2,080 2,139

営業利益 1,420 1,039

営業外収益

受取利息及び配当金 33 37

受取保険金 19 6

受取賃貸料 28 36

その他 30 21

営業外収益合計 111 101

営業外費用

支払利息 10 6

賃貸費用 15 14

その他 7 2

営業外費用合計 33 23

経常利益 1,498 1,117

特別利益

固定資産売却益 12 16

投資有価証券売却益 31 -

負ののれん発生益 11 0

その他 1 0

特別利益合計 56 17

特別損失

固定資産除売却損 7 16

その他 1 1

特別損失合計 8 18

税金等調整前四半期純利益 1,546 1,116

法人税、住民税及び事業税 743 513

法人税等調整額 △110 △38

法人税等合計 632 474

少数株主損益調整前四半期純利益 913 641

少数株主利益 5 18

四半期純利益 907 623
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 913 641

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 112 173

退職給付に係る調整額 - 43

その他の包括利益合計 112 216

四半期包括利益 1,025 857

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,020 838

少数株主に係る四半期包括利益 5 19
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,546 1,116

のれん償却額 17 35

減価償却費及びその他の償却費 580 606

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △9 △4

工事損失引当金の増減額（△は減少） △0 16

退職給付引当金の増減額（△は減少） 171 -

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - 97

受取利息及び受取配当金 △33 △37

支払利息 10 6

投資有価証券売却損益（△は益） △31 -

売上債権の増減額（△は増加） 2,066 5,443

たな卸資産の増減額（△は増加） △949 △125

仕入債務の増減額（△は減少） △982 △1,787

その他の負債の増減額（△は減少） △568 △949

その他 651 283

小計 2,470 4,700

利息及び配当金の受取額 33 37

利息の支払額 △10 △6

法人税等の支払額 △1,095 △780

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,397 3,951

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △16 △252

定期預金の払戻による収入 3 220

有形固定資産の取得による支出 △738 △556

有形固定資産の売却による収入 14 58

投資有価証券の売却による収入 35 -

事業譲受による支出 △1,385 -

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得
による収入

48 -

その他 △85 △258

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,124 △787

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） 1,204 △1,293

長期借入れによる収入 20 120

長期借入金の返済による支出 △139 △114

配当金の支払額 △242 △215

少数株主への配当金の支払額 △7 △13

その他 △43 △51

財務活動によるキャッシュ・フロー 791 △1,568

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 64 1,594

現金及び現金同等物の期首残高 4,299 3,388

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,364 4,983
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２通信建設事業 情報サービス事業 計

売上高

　 外部顧客への売上高 23,131 5,628 28,760 ― 28,760

　 セグメント間の
　 内部売上高又は振替高

127 314 442 △442 ―

計 23,259 5,942 29,202 △442 28,760

セグメント利益 1,408 2 1,410 9 1,420

(注) １ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

　 ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２通信建設事業 情報サービス事業 計

売上高

　 外部顧客への売上高 21,681 5,731 27,412 ― 27,412

　 セグメント間の
　 内部売上高又は振替高

145 432 577 △577 ―

計 21,826 6,163 27,990 △577 27,412

セグメント利益 987 64 1,052 △13 1,039

(注) １ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

　 ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更した

ことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

これによるセグメント利益に与える影響は軽微であります。
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